
 

本時案 

（１）本時目標 宝箱をもとに交流し合う中で、大好きな本への想いを紹介したり友だちの本に興味を持ったりすることができる。 

（２）本時展開 

学習活動 主な支援・留意点【評価】 
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 ○学習のめあて、活動内容（お手紙付箋紙での交流）を確認する

時間を取る。 

○お手紙付箋紙では、①よいところを書く、②具体的に書くこと

を意識できるようにする。 

○付箋紙での交流は初め隣同士で行い、その後は自由とする。注

目してほしい宝箱や付箋紙（何人かが集まっているものや、見

本となるお手紙内容になっているもの）がある場合は、声をか

ける。 

○付箋紙の中で具体的に書いてある内容について、教師が机間指

導中に赤線を引くことで、その言葉に意識を持てるようにす

る。 

○全体での感想交流では、「友だちの本を読みたい」や「宝箱を

褒められてうれしい」という言葉に注目し、今後の読書への意

識が広がっていけるようにする。 

○感想交流後、ふり返りを書く。 

◇宝箱を見合う中で、友だちの本に興味を持ち、新しい本を読も

うとしている。            【関心・意欲・態度】 

◇本についての自分の思いを紹介したり友だちの本に共感した

りすることができる。               【書く】 

       

 

 

つくえ 

  

・「
も
も
た
ろ
う
」
に
つ
づ
き
の
は
な
し
が
あ
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じぶんのたからばこに
は、どんなことが かいて
ありましたか。 
 

ともだちのたからばこを
見て、どんなことをおも
いましたか。 
 
 

板書として記載するのではなく、このような想いへと
高まっていってほしいという願いである。 


